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要旨 

私達は、49のハービッグAe/Be型星についてHα輝線の等価幅を算出し、自分達の過去の研究や先行研究

に基づき、それらの値の特徴を調べた。その結果、Tタウリ型星が10Åで2つのclassに分類されるのと同

様に、ハービッグAe/Be型星も25Åを基準として2つのclassに分類できる可能性があることがわかった。 
  
１．はじめに 

私達は、恒星の一生に興味を持ち、活動の活発

な初期のものを調べようと前主系列星を研究対象

とした。その中で、Tタウリ型星はHα輝線の等価

幅により分類されていることを知った。一方で進

化上同段階にあるハービッグAe/Be型星の分類は

見当たらなかったため、同様の分類が可能か調べ

ることにした。等価幅とは、連続スペクトルに対

する当該輝線の強さを表す指標である。 
 
２．目的 

多くのハービッグAe/Be型星についてHα輝線の

等価幅を求め、その分布の特徴を調べる。 
 
３．方法 

まず、11のハービッグAe/Be型星について岡山

県美星天文台で低分散分光観測を行い、それらの

データをすばる画像処理ソフト「Makali’i」で一

次処理し、分光データ解析ソフト「Be Spec」で

解析した(図１)。また、ヨーロッパ南天文台のウ

ェブサイトより38のハービッグAe/Be型星の分光

データを取得した。合計49のハービッグAe/Be型
星についてHα輝線の等価幅を算出した(表１)。 
 
４．結果 

図１ ハービッグAe/Be型星のスペクトル図 

表１ ハービッグAe/Be型星のHα線の等価幅 

(＊は我々の観測によるもの) 

５.考察 

49 個 の

ハービッ

グ Ae/Be
型星につ

いてヒス

トグラム

(図２ )を

作 成 す る

と、等価幅55Å辺りで度数が小さくなる。我々が

以前行ったTタウリ型星の研究では、class間の等

価幅には大差があることが考察されたため、ハー

ビッグAe/Be型星も同様の基準で2つのclassに分

類できる可能性を考えた。分類について別の基準

を検討すると、以前観測したTタウリ型星の等価幅

の平均値が18.6Åに対し、ハービッグAe/Be型星の

それは49.1Åであった。これよりハービッグAe/Be
型星の方がTタウリ型星よりも2.64倍輝線が強い

と考えられ、基準値は26.4Åとなる。さらに、先行

研究よりTタウリ型星においてclassⅡとclassⅢの

数の比率は10：7と読み取れる。これをハービッグ

Ae/Be型星に適用すると29個：20個となり基準値

は25Åと考えられる。母集団のデータ数が多いた

め現時点では25Åが最も信頼できる値と考える。 
 
６.まとめ 

ハービッグAe/Be型星の輝線による分類はこれ

までになされていなかったが、本研究によりHα輝
線の等価幅25Åを基準に分類できる可能性がある

ことがわかった。これを検証するため、今後デー

タ数を増やすこととTタウリ型星の分類基準値が

10Åとされた過程を知ることが必要と考える。 
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図２ ハービッグAe/Be型星のHα線の等価幅 
 


